
戦
か
ら
75
年
を
迎
え
る
こ
の
夏
、
市

内
に
残
る
戦
争
の
記
憶
を
、
い
ま
一

度
た
ど
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

大
正
８
年（
１
９
１
９
）か
ら
昭
和
20
年

（
１
９
４
５
）の
終
戦
ま
で
、
朝
倉
市
・
大
刀

洗
町
・
筑
前
町
を
中
心
に
、
当
時「
東
洋
一

の
飛
行
場
」と
呼
ば
れ
た
旧
陸
軍
の
大
刀
洗

飛
行
場
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
の
甘

木
鉄
道（
旧
国
鉄
甘
木
線
）も
、
元
々
は
こ
の

飛
行
場
に
人
や
物
資
を
運
ぶ
た
め
に
引
か
れ

た
路
線
で
す
。
市
内
に
も
旧
陸
軍
実
弾
射
撃

訓
練
場（
干
潟
）や
練
兵
場（
山
隈
）が
造
ら
れ
、

他
に
も
多
く
の
関
連
施
設
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
大
刀
洗
飛
行
場
は
、
昭
和
20
年
３
月

27
日
と
31
日
の
大
刀
洗
空
襲
に
よ
っ
て
大
打

撃
を
受
け
ま
し
た
。
市
内
で
も
、
27
日
の
空

襲
で
は
帰
宅
中
の
立
石
国
民
学
校
の
児
童
が

死
傷
し
、
現
在
は「
立
石
平
和
の
碑
」が
建
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
31
日
の
空
襲
で
は
、
軍
関

係
者
の
疎
開
先
と
な
っ
て
い
た
花
立
地
区
が

大
き
な
被
害
に
遭
い
、
た
く
さ
ん
の
死
傷
者

が
出
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
、
市
内
に
は
戦
争
の
記
憶
を

伝
え
る
文
化
財
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

旧
立
石
国
民
学
校
奉
安
殿
は
、
戦
時
中
に
天

皇
の
御
真
影（
写
真
）と
教
育
勅
語
を
納
め
て

い
た
建
物
で
、
戦
後
の
解
体
を
免
れ
て
現
存

し
て
い
ま
す
。
干
潟
の
旧
軍
用
道
路
沿
い
に

は
、
境
界
標
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
軍
用
地

と
民
有
地
の
境
界
を
示
す
も
の
で
、「
陸
軍
」

と
彫
ら
れ
た
角
柱
が
確
認
で
き
ま
す
。

　

一
方
、
地
面
の
下
に
も
戦
争
の
痕
跡
は
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
市
内
で
は
こ
れ
ま
で
の
発

掘
調
査
で
、
多
く
の
防
空
壕
や
退
避
壕
を
確

認
し
ま
し
た
。
吹
上
二
ツ
塚
遺
跡
の
防
空
壕

は
、
東
西
３
．
３
メ
ー
ト
ル
、
南
北
２
．
３

メ
ー
ト
ル
、
深
さ
約
１
メ
ー
ト
ル
で
、
２
か

所
に
階
段
を
設
け
て
い
ま
し
た
。
内
部
か
ら

は
、
銃
弾
の
薬
莢
や「
大
満
洲
國
」の
文
字
の

あ
る
銭
貨
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

花
立
山
麓
で
は
、
現
在
も
多
く
の
防
空
壕

の
痕
跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
中
で
も

「
た
こ
つ
ぼ
」と
呼
ば
れ
る
一
人
用
の
防
空
壕

は
多
数
残
さ
れ
て
お
り
、
戦
時
中
の
人
々
の

よ
う
す
が
想
像
で
き
ま
す
。

　

戦
争
を
経
験
し
た
方
が
少
な
く
な
っ
た
現

在
、
体
験
談
を
直
接
聞
け
る
機
会
は
、
今
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
平
和
の
大
切
さ
を
学
び
、

次
の
世
代
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
、
今
を
生
き

る
私
た
ち
の
責
務
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

問
合
せ
先　
文
化
財
課
☎
７
５
・
７
５
５
５

おごおり遺産とは？》》近年の市内調査で「再発見」した文化遺産＝市民のたからのこと

終

　戦いの記憶の最終回に、太平洋戦争を取り上げます。戦時中の

社会や人々のくらしは、どのようなものだったのでしょうか。

発見！おごおり遺産
終戦から75年目の夏No.19

吹上二ツ塚遺跡の防空壕 大刀洗飛行場と関連施設

吹上二ツ塚遺跡で出土した銭貨
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